
事例③
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エゾシカのロードキル対策



エゾシカのロードキル対策

【背景】
・エゾシカとの交通事故件数は年々増加傾向にある（４年連続最多）
・エゾシカの道路への侵入を全て防ぐことは困難（全ての道路への柵等の設置は難しい）

エゾシカへの対策（道路侵入対策等）に加え、ドライバーの行動変容が、
交通事故の発生を減らし、野生動物の保護や、ドライバーの安全につながる。
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エゾシカのロードキル対策事例③

出典：北海道環境生活部環境局自然環境課ホームページ http://www.pref.Hokkaido.lg.jp/ks/skn/est/index.htm

道路を横断するエゾシカの様子



エゾシカのロードキル対策

ロジックツリー

○ 「人への対策」と「エゾシカへの対策」に分け作成
○ 今回はドライバーの意識改革に焦点を絞り、人の地元住民と観光客への周知を

軸に検討

事例③
検討プロセス
１ 行動の特定①
２ 課題分析
３ 介入設計
４ 効果検証
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アプローチ表

○ 関係者のヒアリングから、インサイトを得ることができ、
事故件数や損害金額などの定量的知見を介入内容に取り入れた。

エゾシカのロードキル対策事例③
検討プロセス
１ 行動の特定②
２ 課題分析
３ 介入設計
４ 効果検証
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チェックリスト

○ 事業メンバー8名でのチェックリストの結果、
課題「観光客（レンタカー利用者）への注意喚起」を選定。

・レンタカー事業者等からの

協力を得ることができる

・効果検証のためのデータが

得られやすい

・タッチポイントが複数あ

り、アプローチしやすい

レンタカー利用者への周知 ハイビームの呼びかけ 道路看板による呼びかけ

・効果検証のためのデータ

が得にくい

・タッチポイントが不明確

・行動経済学に基づいた方

法を取りにくい

・効果検証のためのデータ

が得にくい

・タッチポイントが不明確

・行動経済学に基づいた方

法を取りにくい

採点結果のポイント

エゾシカのロードキル対策事例③
検討プロセス
１ 行動の特定③
２ 課題分析
３ 介入設計
４ 効果検証
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ジャーニーマップ

検討プロセス
１ 行動の特定
２ 課題分析
３ 介入設計
４ 効果検証

○ 有志の職員含むメンバー20名程度でジャーニーマップを作成
○ 観光客がレンタカーを借り、運転するまでの行動を洗い出し、その結果

実現可能性やタイムリーな訴求の重要性から「車内介入が有効」の意見多
数。

エゾシカのロードキル対策事例③
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日本人観光客のロードキル件数を○件から△件に減らす
（実施前に具体的な数値目標を設定する）

① レンタカー貸出所や立寄場での行動パターンを考慮した情報発信による
「ハイビームにするだけで５４万円がタダに！？」などインセンティブ訴求

② レンタカー車内（運転中視認率の高い箇所）に
「レンタカー事故の多くがエゾシカとの衝突事故」など危機意識を高める

訴求資材を貼付

レンタカーによるエゾシカロードキルの減少

○ レンタカー協会からの事故件数データ
○ レンタカー利用者の視認率（アンケート調査）

令和３年度実施に向けた介入策（案）

エゾシカのロードキル対策事例③

アウトカム
の定義

対 象 者

介入方法
（案）

目標

日本人観光客

検証評価

その他 レンタカー協会はじめ各種関係機関と実施体制の構築
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